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序章 JOKER概説

通信ソフトウェア研究室では、ソフトウェア自動作成の研究を行っており、日本語文

章（通信ソフトウェアの仕様等）の解祈、仕様入力の際の日本語入力が必須である。

しかし、 Symbolicsでは簡単なかな漢字変換機能しかサポートされておらず、変換辞書

も貧弱で、学習機能がないため非常に使いづらいものであった。そこで、本システムは、

Symbolicsの日本語入力を日本語ワードプロセッサ並み(OASYS,一太郎 etc.)にする目的

で開発した。

本システムは、 Sy閉bolics のフロントエンドにパソコンを接続し、パソコンのキー

ポードを用いて Sy訊bolicsのキー入力をエミュレーションするもので、パソコンの豊富

なかな漢字変換機能を用いた日本語入力とSymbolicsキーポード独特の特殊キー等をサ

ボートし、パソコンのキーポードがあたかも Sy隈boiicsのキーボードであるかの様に各

種の機能が利用可能です。接続できるパソコンは、 FMRシリーズまたは、 PC98シリーズ

のいずれかで、かな漠字変換に関しては、 OASYSまたは VJE-S方式の入カインタフェー

スが利用可能です。さらに、 MS-DOSテキストおよび、 OASYS文書のSy罰boiicsへの転送

もサポートします。 （ただし、 OASYS文書の転送はFM既反のみ）

また、入力編集機能等は Zemacsエディタ・ライクな仕様になっており、 Sy罰bolicsを

利用するための統一的なマンマシン・インタフェースを提供します。
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第1章 システム構成

1 • 1 ハードウェア構成

RS232C 

パソコン

Symbolics 

ディスプレイ

キーポード

く接続概要図＞

使用可能パソコン： FMR60, FMR70 シリーズ

PC9801XL, XL2,VX, VM 

接続ケープル

必須ハードウェア：

（最小構成）

RS232Cストレート・ケープル（ティスプレイ・ポート接続時）

または

RS232Cクロスパッチ・ケープル（本体・ポート接続時）

パソコンキーポード

ハードディスク内蔵型パソコン本体 l 
RS232Cケープル
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ソフトウェア構成

ソフトウェアはパソコン側エミュレーター・ソフトウェアと Symbolics側インタ

フェース・ソフトウェアの 2種類で構成される。また、ソフトウェアの諸元を下表に

示す。

エミュレーター
かな漠字変換
ソフトウェア

キー入力
インタフェース
ソフトウェア

パソコン側 Sy罰bolics側

＜ソフトウェア諸元表＞

ソフトウェア種別

゜
s 開発言語 規模(Hイナリ）

FMR版1ミュレーター MS-DOS V3.1 C 約 58K Iiイト
ソフトウェア アセンブラ

PC版1ミュレーター MS-DOS V3.l C 約 38K Iiイト
ソフトウェア 7センプラ

Sy泣boiics側 Genera7.2 Lisp 約 31K IIイト
インタ7ェース・'J7トウェア (Genera7 .1) Flavor 
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第2章 JOKERの動作椴能 (FMR版）
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巨と欠

1. 起璽九方法

2. 入カモード
2. 1. 入カモード移行図
2. 2. 入カモードの移行とキー
2. 3. 入カモード情報ファイル

3. 入力可能文字（キー配置図）
3. 1. 英小文字入カモード
3. 2. 英大文字入カモード
3. 3. ひらかな入カモード
3. 4. カタカナ入カモード
3 .. 5. ひらがな入カモード（親指シフト使用）
3. 6. かたかな入カモード（親指シフト使用）
3. 7. ローマ字かな入カモード
3; 8. SYMBOL文字入力

4. 日本語の入力
4. 1. 麟キー
4. 2. 無変換キー
4. 3. 取消キー
4. 4. 編集キー
4. 4. 1. 後退 (rubout)
4. 4. 2. ctr 1 + d 
4. 4. 3. ctr 1 + b 
4. 4. 4. Ct r 1 + f 
4. 4. 5. ctr 1 + a 
4. 4. 6. ctr 1 + e 
4. 4. 7. ctr 1 + k 
4. 4. 8. clear input 
4. 4. 9. shift+-> 

5. 漠字辞書の参照
5. 1. 漠字辞書キー（基本機能）
5. 2. shift 十か（画数変換）
5. 3. shift 十 し(JI Sコード変換）
5. 4. shift 十け（部首変換）

6. 単語登録
6. 1. 単語登録処理
6. 2. 単語抹消処理

7. OASYS文書ファイル転送処理

8. MS_DOSテキストファイJ渥云攣理

9. 終了方法および異常時対処法

付録エラー・メッセージ一覧

ローマ字かな変換対応表
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］．起切）］砂

1. 1. システムの起動

FMRの電原を入れることによりエミュレータシステムが起動され、立ち上がったことを示す

ためにSymbolics上でBEE屑fかでる。
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2. 入カモード

2. 1. 入カモード移行醤

②
 

英大文字 カタカナ

④
 

③
 

④
 

｀ 

①
 

②
 

①
 

英小文字

（起動時）

ひらかな

③
 

匿〕 ①-ひらがな入カモードヘの『炭子（変換／無恕奥キーによる）

②ーカタカナ入カモードヘの移行（カタカナ十SHIFTキーによる）

③一英小文字入カモードヘの移行（英字キーによる）

④一英大文字入カモードヘの移行（英小文字キーによる）

各モードの左上記号かS'y幼o[ics画面の時間表示の右側に表示される。

図2.1 入カモード移行図

盲
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FMR 

2. 2. 人カモートの移行とキー

各入カモードヘ移行するために使用するキーと、モードの対応を示します。

図2. 2 入カモード変更に使用するキーと入カモードの対応

使用するキー 入カモード 備考

I 変換 I又は ひらがな入カモード（かな漠字変換モード）に移行する 図2.1① 

I 無 I 注）
既にひらがな入カモードであれば、かな漠字変換又は
ひらがな／カタカナ変換が行われる

JsHIFTJ+ カタカナ入カモードに移行する 図2.1② 

カタカナ I 

I英1h:>e字 l アルファベット入カモード（英小文字）に移行する 図2.1③ 

英字 I アルファベット入カモード（英大文字）に移行する 図2.1④ 

CTRL + ローマ字入カモード <--> 親指シフト入カモード
の切り替え

英字

半角／全角l 半角文字入カモード <-->全角文字入カモード
の切り替え

（入力文字種別を切り換えると常に半角に設定される）
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FMR 

2. 3. 人カモード情報ファイル

インターバルタイム（次のキースキャンのための空き時間） ・イニシャルディレイ

（リピート時の空き時間） ・入カモード（直前のエミュレータ終了前の入カモード）の

情報を保存するためのファイルです。

エミュレータ実行後、ルート(¥)配下に " kb emu. i n f"というファイルが

作成されているので、確かめて下さい。

下記に、ファイルの内容を示します（全3行）。

。o
x

 

0

0

0

 

1

1

2

 

--> リピート開始イニシャルディレイ (0 7 0 0 -1 5 0 0 ms) 

--> リピート・インターバルタイム (0 5 -5 0 ms) 

-->かなは試 I , は6又は7のいずれか
り三塁ヵ］

注）カッコ内ば彩ビ可能値

これらの情報は、 MS-DOS上のエディタを使って修正をかけることができます。

各自、好みの値にセットして使用して下さい。

また、入力方式については、システムを終了させると最後に使用していた入力方式が

情報ファイルに書き込まれます。

＊
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3. 入力可能文字（キー配置図）

エミュレータで入力できる文字を次ページ以降に図で示します。

＜注意事項＞

・通常キー（白色のキー）の上段は半獨音/SHIFTキーとの併押下による

ただし、親指シフト使用時はこの限りではない）

・カーソJ渥多動キー（←, ↑，↓，→）および、編集キー（削除挿入， HOME)の

上段は METAキーとの併押下による。

• Sy曲olicsキーボードの LOCAL, REPEAT, MODE LOCKキーは非サポート。

• いかなる入カモードであっても SYMBOしキー併押下時は SYMBOし文字の入力状態となる。

• いかなる入カモードであっても aJNTROし， META,SUPER, HYPERキー併押下時は、英小文字

入カモードとなる。

• いかなる入カモードであっても SELECT,NET如RKキー押下直後の1文字は英小文字入力

モードとなる。

［例： ひらかな心りモードで、 "SEしECT+た"とキーインするど'SELECT怜"となる。
英大文字入カモードで、 "SELECT+E"とキーインすると"SELECT玲"となる。

• いかなる入カモードであっても FUNCTIONキー押下直後は、"英小文字1文字”または、

”数字1文字＋英小文字1文字”入カモードとなる。

［例： ひらかな心モードで、 "FUNCTION+す"とキーインすると"FUNCTION+ c"となる。
また、 "FUNCTION+1 +す"とキーインすると"FUNCTION+ 1 + c"となる。

-1 1 -
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キーゴミーード・イメーージ図I

-< Symbolics 氾―U旨シてフト令キー平ード>- (キー・アサイン図）

□□ IM'T~,1,~""I • I • I£I TAB CONT-ROL I META I SUPER I HYPER （
 

） 

(1M) （バック・梵切沿）

？ ！に..I; #I~ 「$It%1~[ &I~ . I sc c Iぶ |『 RI』 =1¥ ~I ｝ ESCAPE I I o -- I ］ 

ローマ字） ぁ え り や れ， よ に る ま え -* ｛ 
英字 Q か W た E こ R さ T ら Y ち U ＜ I つ。 P ‘ ［ 

トーよ RETUf{N 
Nl カタカナ(s) を あ な ゆ も み お の よ っ＋

英小文字 う A し S て D け F せ G は H と J き k い L ん

ぅ ろ や し‘ ぬ ゅ むく わ＞ お 9． ~ 
半涸音/SHI門 z ひ x す C ふ v ヘ B め N そ M ね ほ ／ "' 

、（シ;l}lt,・クゎ卜）

漠字 単語 c-x 

辞書 抹消 + r 

前頁 m-> 次頁
m-v m-< c-v 

半角 111-d m-o 
／全角 c-d C-0 

111-p 

QEAR-SUS-
INl'UT PENrJ RESrn.fE ABORT 

illMP-
L団E PAGE SぼOLL HELP 

M団'/I mNTROL シフト左 シフト右 空白 S輝 OL

無変換 l変換
注） (s)はShiftキーとの併打芥▲
仰）は meta ,, END 

ラ砂

¥/ ヨ 入 ―’ 

イプシa:,

＾ 
V €三 ＃ 

セソHット
n u C 

;£; ;;,; → 

LINE 
（プラカ）

(DefObject_ ← 

F

M

R

 

，暉



3. 1 - ~7] ヽ2亨Aカモーード

く英小文宇入カモード 二＞ （キー・アサイン図）
(control ,meta,super ,hyper併判芥時およびselect,function,netゅrk押下直後）

□ ~I図贔KI 門~ESIII I I I I I 
illNT-

I • ． .A. TAO ROL M団'A SUPER HYPER （ ） 

（チ1m<バック・ス7'Y泣）
！ ＃ ＄ ％ ＆ （ ） ＠ I ｝ 

ESCAPE 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 
゜

＼ ］ 

ローマ字仰） Q w E R T Y u 

゜
P ＊ 

英字 q w e r t y u 

゜
p 

RETURN 
カタカナ(s) A s D F G H J K L 十
英小文字 a s d f g h j k I 

""'"' 
C,IJ 

I ~1 ~1 ~1 ~1 ~1 ~1 ばI~, ~1 ; I -I譴音半溺音/Sll!F1' '/SHI町

＇ ＇ （シガル・クゎ卜）
META ① NTROL 空 白 I SYI-阻DL

注） (s)はShiftキーとの併押下
無変換 l変換 I 仰）は meta ” 

上段はShiftキー併判芥▲
下段は通常キ一のみ押下

渡字 単語 c-x 
辞書 抹消 + r 

m-> 
m-v m--< c-v 

半角 Ill-d lll-0 

／全角 c---d C-0 

噂―1sus-
I NPU1'PEND I RES IJME I A 8Clfff 

ぽIMP-
国 EI PAGE IsぼOLLI HELP 

ENIJ 

ラ砂
¥/ ヨ 入 ―7 

イプシa:ノ

＾ 
V €三 ＃ 

セ冴IFット
n u C 

~ ;;?; → 

LINE 
（プラカ）

(Def□bject_ ← 

F

M

R

 



3 疇 2. 苫屯フ尺戸モA カモー F

＜哀い.—入カモード＞ （キー・アサイン図）

口巳□戸 • 
▲、 TAB 

aJNT-
ROL I叩 Aこロ（チl~F) (バック・ス7'Jシl)

！ ＃ ＄ ％ ＆ 
'71 

（ 
ESはPE 1 2 3 4 5 6 8 

ローマ字細） q w e r t y u 
英字 Q w E R T Y u 

卜—よ
カタカナ(s) ii ~I g1 i I 各1ti j 

..,.. 英小文字 J 

~I ~I ~I ~I 心I翡Im 半濡音/SHI門 M 

META illNTROL 

|鯛奥 1変換

ヽ
~
，

o
o
 

@
o
 
p
p
 RETURN 

k

k

 

I

L

 

L
'
,
'
 

) 
： （シングル・クォート）

空白＇

注） (s)はShiftキーとの併押下
佃）は meta "' 
上段はShiftキー併押下
下段は通常キーのみ押下

＜ ＞ 麟音
/SHIFT 

SYMBOL 

漠字 単語 c-x 
辞畠 抹消 + r 

m-> 

m-v m--< c-v 

半角 m-d IJI—o 
／全角 c-d C-0 

QEAR- SUS-
INPUT PEND RESUME ABORT 

illMP-
LETE PAGE SCROLL HELP 

END 

ラLダ
¥/ ヨ IL --, 

ィ1シu:ノ

＾ 
V E ＃ 

セ乃ポット
n u C 

:;;;; ~ → 
しJN[~

（プラカ）
(DefObject_ ← 

F

M

R

 



3. 3ーひらがな入カモード

＜ ひら力勺なこ入カモード ＞ （キー・アサイン図）

口 口三 • .... ① NT-
TAB I ROL I META I SUPER I HYPER （

 
）
 

1常に半角↑

1 
ESCAPE I 1 

ローマ字細）
英字

1
 

5
 

カタカナ(s)

英小文字

2 3 4 5 6 7 8 ， 
゜2 3 4 5 6 7 8 ， 
゜か た ア` さ ら ち ＜ つ

`— か た
~ さ ら ち ＜ つ'-

う し て け せ ば I麿 1: |し＼ぅ し て け せ は vヽ

R町URN
ん
ん

半涸音/Shift
び
ひ
す
す

ぷ

ふ
ペ
ヘ
め
め

そ
そ
ね
ね
ぽ
ほ

META ① NTROL シフト左 シフト右

無変換 l変換

空白

注） (s)はShiftキーとの｛肘肌下
伽）は meta 11 

上段はShiftキー併押下
下段は通常キーのみ押下

SYMBOL 

漢字 単語 c-x 
辞書 抹消 + r 

m-> 
m-v m-< c-v 

半角 m-d IR-0 

／全角 c-d C-0 

諏 R―ISUS-
1 NPur PEND I RESUME I AB□Rr 

CDIP-

LETE I PAGE I SCROLL I IIELP 

END 

ラ人ダ
'i ヨ A -, 

イブシa:,

＾ 
V E -4-

セ方ドット

n u C 

~ ~ → 

LINE 
（プラカ）

(Def□bject_ ← 

F

M

R

 



3. 4. カタカナ入カモード

くカタカナ入カモード＞，（キー・アサイン図）

口口已戸 •— 
A. 

ESCAPE 

ローマ字徊）
知~I 。。

ト→ カタカナ(s)

0)  英小文字

半沿音/Shift

META 

2

2

 

3

3

 

4

4

 

5

5

 
カ
カ
タ
タ
ココ

サ
サ

6

6

 

ーフラ

rAB Im畠IMRTA lslO'ERピJI (I) I 
I ↑常に半角↑
I 

7 |> I~ I~ I 7 

チ
チ
ク
ク
ッ
ツ 、、

RETURN 
ゥ
ゥ
シ
シ

テ
テ
ケ
ケ
セ
セ
ハ・
Iヽ
,r,r 

キ
キ
イ
イ

ネ
、
不

ン
ン

① NTROL 

ピ
ヒ
ス
ス
プ
フ

シフト左

ペ
ヘ

無変換

ソ
ソ

メ
メ

シフト右

変換

空白＇
： 

注〕 (s)はShiftキーとの併判芥▲
伽）は meta 11' 
上段はShiftキー併押下
下段は通常キ一のみ押下

ポ
＊

麟音
/Shift 

漢字 単語 c-x 
辞讃 抹消 + r 

m-> 
旧-v 皿-< c-v 

半角 m-d m---o 
／全角 c-tl C-0 

S輝 DL

雷靡Isu責NDI RESl肘EIAflllRT 
a〕椛ー
LETE I PAGE I SぼOLLIHELP 

END 

-．一

ラ砂

V ヨ 入 ' 

イプシ11ン

＾ 
V C三 ＃ 

セ方ト・ット

n u C 

~ ~ → 

LINE 
(1ラカ）

(DefObject_ ← 

F

M

R
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3 _ 5 ー ひら力、｀なこ入カモード

< V--そフカベブよ/入こブコニビ ド（親指シフト使用)>- (キー・アサイン図）

1 7 

□ ~I NET~RK I R昇応HI I 
ぼJNT-． ． A. TAB ROし 囮 'A SUPER HYPER （ ） 

1常に半角↑

？ ／ 「 」 〕 （ 『 』 ¥ 
ESlliPE ? ／ 「 J 〕 （ 『 』 ¥ 

ローマ字伽） あ え り や れ ぢ ぐ づ
英字 が だ ~· ざ ょ に る ま ぇ'-

RE'!、URN
カタカナ(s) を あ な ゆ も ば ど ぎ
英小文字 うゞ じ で げ ぜ み お の 1よ 1つ

漢字 単語 c-x 
辞書 抹消 + r 

m-> 
m-v m-< c-v 

半角 m--d m---o 
／全角 c-d 

C一

m『—

L町EIPAGE ISぼOLLIIIELP 

ぅ ろ ゃ ~' ぞ ぼ

半濁音/SHIFT び ず ぷ ベ ぬ ゆ む わ お

（沙外し・クか~ト）
町 A ffiNTRDL シフト左 シフト右 空 白 I SYMBOL 

注） (s)はShiftキーとの併押下
無糾奥l変換 I 佃）は meta ” END 

上段はシフト左キーの｛財肛F
下段はシフト右 II 

Q,EAR-1 SUS-
I陣UT PEt-ID I R応l}!EI A 80fff 

弘ダ

V ヨ 入

一
イブシa:,

＾ 
V E * 

セ`みボット
() u C 

釜 ~ → 

w犯
（プラカ）

(DefObject_ ← 

F

M

R

 



3_ 6. カヽ ブここプJ ブヽぶこン入、ン勺二e-卜゚一

--<::: カタカナ入力毛ード（親齢フト麟）＞ （キー・アサイン図）

口□三 • • ▲、 TAB 

I 

I 

I 

HYPER 
I 

i 口↑常に半角↑（
 

ESCAPE 

ー

1

8
ー

C
,
 .
 C
 ,．
 

／

／

 

～～ 
J

J

 

、
’
J
~
)

illNT― 
ROL 囮 'A

r
r
 

SUPER 

,
a
J
 

ローマ字細）
翠

ア エ
ガ
リ
ダ
ャゴ

レ
ザ

ヂ グ
ル
ヅ

マ 工

カタカナ(s)

英小文字

ゥ

麟音/SIIIFT

META 

ヲ
ヴ
ア
ジ

CIJNTROL 

ピ

ナ
デ

ロ
ズ

ュ
ゲ

ャ
プ

モ
ゼ

シフト左

無変換

ミ
ゞ9’ 

ヌ

変換

F
オ

シフト右

ゾ

コへ

ギ
ノ

ム

ョ

ボ

ワ

空

ッ

白

注） (s)はShiftキーとの併押下
鱈よ meta H : 

噂犀フト左キーの｛｝珊下
下段はシフト右 “ 

RETURN 

麟音
/SHI門

（シ｀ガI~・クャト）
SYMBOL 

漠字 単語 c-x 
辞曹 抹消 + r 

m-> 
m-v m--< c-v 

半角 m-d m-o 
／全角 c-<l C-0 

QEAR-SUS-
I椛UT PEND RESUI佗 ABORT 

CTJl,tp-

LETE PAGE S⑪ OLL HELP 

END 

弘ダ

V ヨ 入 → 

イブシ□:;

＾ 
V E ＃： 

セ方ドッ1、

n u C 

~ ~ → 

LINE 
（プラカ）

(DefObj邸 t_ ← 

F
h
l
i
R
 

諷



3. 7. ローマ字入カモ ド

くローマ字入カモード＞ （キーアサイン図）

□□ 1~ いRKI 門~ESHI • I • I A のNT-
TAB I RDL I META I SUPER I HYPER （

 
）
 

1 9 

？ ／ 「 J I ci 〔 I~ I s< Iぶ |。『ESCAPE 1 2 3 4 5 

ローマ字細） 。 w E ~, 'f I ;I ~I ! I ゚英字 w e 

゜
カタカナ(s) ~I ;I ~I 『| ~, ~I i I K 英小文字 k 

RETURN 

半瀾音/SHIFT z
 

c
c
 

v
>
 

B

b

 

N

n

 

t I -ト
＞ 

,^i 

半憫音
/SHIFT 

（シ:'11~・クォート）

漢字 iji語 c-x 
辞書 抹消 + r 

m-> 
m-v m-< c-v 

半角 m-tl m-o 
／全角 c-d c℃ 

CLEAR- SUS-
INPUT PEND RESUME Al.lOllT 

mrr-
LETE PAGE SCROLL HELP 

META illNTROL シフト左 シフト右 空白 SYMBOL 

無変換l変換
注） (s)はShiftキーとの併押下
仰）は meta 11 

上段はShiftキー併押下
下段は通常キーのみ押下

END 

ラ砂
V ヨ 入

一
イプ汎])

＾ 
V E ＃ 

セ方ドッlヽ
n u C 

~ ~ → 
LINE 

（ブラカ）
(Def□bject_ ← 

F

M

R

 



3. S. SYMBOL文字入力

< Syinbol:X: 字 A 力::> (キー・アサイン図）
（いかなる入カモードでもsymbolキー押下時はこの表の入力となる）

戸［日巳戸
．
 

▲、 TAB 

I 

i 
I 
， 

HYPER 

; 
I 

l 

（
 
）
 

◇ 

ローマ字 I e 
英字 (q) /¥ I (w} V I (e) n I (r) U I (t) 

ー

2
0
— 

c I (y) つI(u) V I (i) 

(=) cl= 
(-) -, 

oo I (o) ヨI(Pl王？
I RETUim 

カタカナ

英小文字
(X 

(a) I (s) 
6 

(d) I (f) 
(g) I; I~I • I oi. ← I°"● → 1(1)_:,ltl① 

半瀾音/SHI門 I (zl 

囮 'A mNTROL 

(x) (c) (v) (b) I (n) 

CTJNT-
ROL I MIIfA I SUPER 

無変換 l変換

仰） ~1vi: sic> 
空白 I

注〕通常キー左側のカッコ内文字は、
キー位置把握のための指標

(,) 

（セ方Fット）

瞬 単語 c-x 
辞書 抹消 + r 

m-> 
m-v m-< c-v 

半角 m-<l ll¥-0 

／全角 c--d C-0 

CLEAR-SUS-
!NJ刈T PEND RESUME ABORT 

OJI.fr-
LETE PAGE SCROLL HELP 

S輝 OL

END 

うl,ダ
V ヨ 入 ., 

イプシa:,

＾ 
V E ＃ 

セ方Fット
n u C 

~ ~ → 
LH而

（プラ:1)
(DefObject_ ← 

F

M

R
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4. 日本語の人力
日本語の入力を行うためのかな漢字変換に使用する変換用のキーや、文字列の編集キー
の使い方について例をあげて説明します。

4. 1. 変換キー
ひらがなを漠字混じり文字列に、変換します。もし変換できなければ、表示されている
内容は変わらず、変換中になります。

例1: 
*2 

きょうぱ1111

↓ 三
今日ぱ1111 ：第1候補

↓ 三
教派1111 ：次候補

例2: 

わたしば1111

↓ 三
私ば1111 ：第1候補

↓ 三
わたしぱ1111 ：変換候補がなくなった

例3: 

空 1111

↓ 三
間1111

*2 
訓はカーソルを表す
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．．
 AL
'
 

,9} 

,`'
J
 

．
 万，｛＇ 

カーソルが変換対象文字列の先頭を指している場合、かな以外の文字が人力されたら、
その時点で確定する。

ほんじつば1闘せいてんなり

↓ 

本日ばII化せいてんなり

↓ 

拙いてんなり

三
カーソルを右へ1f固多動する

： （は確定された
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LL 2. 無変換キー
変換中のかな漠字混じり文字列を、ひらがなに戻します。又、続けて押下することにより、
ひらがな／カタカナの変換を交互におこないます。

例1: 

例2: 

例3: 

例4: 

こんにちば1111

↓ 三
こんにちぱ1111

↓ 三
コンニチハ11111

私ば1111

↓ 

：変換キー押下後の漠字混じり文字列

わたしぱ1111

↓ 

ワタシハ11111

わたしば1111

三

三

↓ 日~□ 
わたしぱ1111

↓ 'あ’を入力

型1111 : "わたしは＂は確定された

空 1111

↓ ビ三已□
かMIIII

-23-
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; . S. I図店キー
変換中の文字列を入力後の状態（未確定）に戻します。この時カーソルは文字列の先頑に

移動します。

例1: 

例2: 

例3: 

きょうば1111

↓ □ ~ □〕
今日ば1111

↓ 

淵ょうは 三：カーソルは先頭に移動する

わたしば1111

↓ 0り口
麟しは

↓ ロ~□ 
11111 : 文字列は削除された

へんかNIIIII

↓ ロ~□ 
梱んかん
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4. 4. 編集キー
文字列の編集キーの使い方にについて説明します。図4.4は編集のために用意されている
キ一の一覧表です。

使用するキーの種類 機能

後退 (rubout) カーソル位置の直前の位置の文字を削除する

c t r I ＋ d カーソル位置の文字を削除する

力ーソル位置を左へ1f岡努仇する
C t r 1 ＋ b カーソJ切り咬ゴこの先頭の時は文字列を確定する

カーソル位置の右へ1個移動する
c t r l ＋ f カーソルが文字の最終の時は文字列を確定する

カーソル位置を文字列の先頭に移動する
c t r I ＋ a カーソルが文字列の先頭位置の時は、 cI e a r input 

コードを送信する

カーソル位置を文字列の最終まで移動する
C t r 1 ＋ e カーソルが文字列の最終の時は、文字列を確定する

c t r I ＋ k カーソル位置以降の文字を削除する

c 1 e a r input カーソル位置以前の文字を削除する

カーソル位置を文字列の最終まで移動する
s h i f t ＋ --> カーソルが文字列の最終の時は、文字列を確定する

図4.4 文字列編集用キーの一覧
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4. 4. 1. 後退 (rubout)
カーソル位置の直前の文字を削除する。

例1: 

きょうば1111

↓ 

皇 1111 三：カーソルは先頭に移動

4. 4. 2. c t r 1 + d 
カーソル位置の文字を削除する。

例1: 

拙たしは

↓ 

一鼎

例2: 

ば

ぱ
ぅ

ぅ
ょ

↓

ょ

き

き

□ +d 

□□ ] +d 
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4. 4. 3. c t r 1 + b 
カーソル位置を左へ1個移動する。
カーソルが文字列の先頭の時は、文字列を確定する。

例1: 

きょうぱ1111

↓ ~ □〕〕 +b 
きょうは1111

例2: 

剌たしは

↓ 

わたしは

□三]+ b 
：文字列は確定される

4. 4. 4. C t r 1 + f 
カーソル位置を右へ1個移動する。
カーソルが文字列の最終の時は、文字列を確定する

例1: 

悔1ょうは

↓ ••• >] + f 
き贔Iうは

ば

は

し

↓

し

た

た
ゎ

ゎ

．．
 2
,
 

例

□ +f 
：文字列は確定される
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4. 4. 5. Ctr 1 テ a
カーソル位置を文字列の先頭に移動する。

例1: 

きょうば1111

↓ □ +a 
脚ょうは ：カーソルは先頭に移動

例2: 

拙たしは

↓ 

わたしは

L 4. 6. c t r 1 + e 

ロ十a
：文字列は確定される

カーソル位置を文字列の最終まで移動する。
カーソルが文字列の最終の時は、文字列を確定する

例1: 

例2: 

悔1ょうは

↓ □ ~ □ +e 
きょうぱ1111

わたしば1111

↓ 

わたしは

二 +e

：文字列は確定される
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4. 4. 7. ctr 1 + k 
カーソル位置以降の文字を削除する

例1: 

例2: 

淵ょうは

↓ ~ □□ +k 

11111 

わたしは1111

↓ 

わたしは1111

ロ~+k

4. 4. 8. clear input 
カーソル位置以前の文字列を削除する。
カーソルが文字列の先頭位置の時は、 clear inputコードを送信する。

例1: 

例2: 

きょうIt闊

↓ ［ピら-日
腿 ：文字列が削除された

梱たしは

↓ 

鼎たしは 三：＂わ＂は行の先頭に移動する
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4. 4 9 .• sh11t -i- --> 
カーソ叫立置を文字列の最終まで移動する (ctrl + e と同一機能）
カーソルが文字列の最終の時は、文字列を確定する

例1: 

例2: 

恥うは

↓ 

きょうば1111

わたしば1111

↓ 

わたしは

二＋ロ

口＋ロ
：文字列は確定される
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5. 漠字辞書の参照

漠字辞書の参照を行うために使用するキーや編集について例をあげて説明します。

5. 1. 三キー

ひらがな文字に対し、全ての候補を表示する。

例1: 

鑓 1111

↓
 三

＼ 

柿
垣
蛎
堵
塀
硫
埴
澗
蠣
雛

き

↓

蛎

か1

2

 

＊

＊

 

* 1 : マウスで候補を選択する

*2: 候補を選択しなけれは読みの状態である

-31-



FMR 

5. 2. sh i f t + か（画数変換）

入力文字＠如芋）に対し、全ての候補を表示する。
もし、候補がなければ、エラーメッセージを表示し、このモードから抜ける。

例1: 

［画数J1111 

↓ 

［画数J211111 

↓ 

画数を入力

三

乃
了
人
八

1
刀
ヒ
十

r

丁
九
4

入
[
U
勺
亡

p
又

七
又

J
L
n
几
淵
仁
ト
ム

↓ * 1 : マウスで倍濯を迂駅する

*1 
カ1111 * 2 : 候補を選択しなければ読みの状態である

*Z 
［画数J2 

例2: 

［画数J1111 

あるいは、

［画数J1 21111 

↓ 日臼り
11111 : 画数変換モードから抜けた状態
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5. 3. sh i f t + し (JI Sコード変換）

入力文字 (JISコード）に対し、該当する候補を表示する．
もし、該当するコードがなければエラーメッセージを表示し、このモードから抜ける．

例1: 

[J I SJ 11111 

↓ ＊コードを入力

[JIS] 47371111 

↓ ~ 
之1111

*4文字以上の入力はできない

例2: 

三キ疇押さ江下記の状態の時

ア11111

↓ 日亘］
[ J I S] 2 5 2 21111 

↓ 日五り
11111 :JISコード変換モードから抜けた状態
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5. 4. shift ー け（部首変換）

入力文字（ひらがな部首）に対し、全ての候補を表示する．
もし、候補がなければ、エラーメッセージを表示し、このモードから抜ける．

例1: 

［部首J1111 

↓ 音障を入力する

［剖増］きん1111

↓ 三
斤斥折
祈欣所
斧祈斬
闊斯新
晰

↓ * 1 : マウスで候補を選択する

*1 
醐Ill *2: 候補を選択しなければ読みの状態である

* 2 - -
［部首］き ~1111

例2: 

［剖噌J1111 

あるいは、

［部首］さんずけ1111

↓ ~ 
11111 ：変換モードから抜けた状態
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6. 単語登録

単語登録を行うために使用するキーや編集について例をあげて説明します。

6. 1. 単語登録処理

ZMACSエディタの中で登録したい単語をリージョン指定し、 c-x, rコマンド、

または、エディタ・メニューの単語登録選択、または、単語登録キーを押下すること

により単語登録のモードに移行します。

単語登録モードではエディタのミニバッファから単語の読みの入力待ち状態となるため

ひらがなで始まる数字と一部の記号からなる読みを入力すると、単語の属性の入力まち

となるため数字により属性を指定することで単語登録り屯われる。

例1: 

残暑お見舞い申し上げます。 登録を行う単語をリージョ渥敗召ち

三キーを押す （エディタ・メニュ這択または c-x,r::Jマンドも可）

↓ 

あいさつ

↓ 

上

↓ 

単語登録完了

ミニバッファで単語の読みを入力する

単語の属性 (1:接続なし）を数字で指定する。

登録が成功すると、"登録完了”のメッセージを送信します。

登録に失敗すると、その原因のメッセージを送信します。
（メッセージ一覧参照の事）
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6. 2. 単語抹消処理

起動中に単語抹消指示を受けると、直前に変換された単語が抹消される。

三キーを押Fする事により登録している麟を饂します。

例1: 

あいさつ

↓ 

挨拶

↓ 

抹消したい読みを入力する。

~ キーを押す。

-キーを押す。

残暑お見舞い申しあげます。

↓ 日~ キーを押す。
単語抹消完了

抹消が成功すると、＂単語抹消完了＂のメッセージを送信します。

抹消に失敗すると、その原因のメッセージを送信します。
（メッセージ一覧参照の事）
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7. OASYS文麟泣斐理 (FM-OASYS文書フロッヒ］のみサポート）

LI SP LI STNERのコマンド入カモードで

Upload Oasys Fi le 

コマンドを実行すると、指定されたドライプ (A, B)中のオアシス文書>t<lが

マウスで選択可能になります。

文書名が選択されたら、転送先のファイル名指定モードになるのでファイル名を

入力すると指定文書の送信を開始します。

次に転送形式の設定モードになり

Mode(0-3) : [default 3] _ 

とメーセージが出て数字の入ガ寺ちとなる。

ここで、数字または Returnキーの入力により下表の転送形式が設定できる。

転翠囀
数字 改頁 改行

゜
しない しない

1 しない する
2 する しない

3 する する

注
改頁する：文書の終わりを最終ページの改頁で判定する

改行する：行の終わりに改行コードが無くても自動的に

改行コードを挿入する。

（英文の転送時にし誌灼子しないモードを用いる）

亘几理を中断したい時は、~ キーを戸して下さい。

また、転送中はビ三□|キーの臼躙です。
* 1) 文書転送はフロッピーのみを許すため、

指定可能なドライプは "A" か "B"のみ有効です。
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8. MS_DOSテキストファイ雌追奥理

LI SP LI STNERのコマンド入カモードで

Upload畑 dosFile 

コマンドを実行すると、指定されたドライプ (A,..,.,F)中のMS-DOSの文書名が

マウスで選択可能になります。

文書名が選択されたら、転送先のファイル名指定モードになるのでファイル名を

入力すると指定文書の送信を開始します。

車諏理を中断したい時は、~圧〕キーを押下して下さい。

また、転送中は日三〕キーのみ有妍です。
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9. 終了方法および異常時対処方法

9. 1 異常時対処方法

システムが暴走したと思われる場合は、 LispListenerでResetKeybord コマンドを実行

することによりSymbolics側のシステムをリセットしてください。

それでも異常が直らない場合は、パソコンを再度立ち上げ直して下さい。

9. 2 システムの終了

以下に示すキーを押下することによりシステムが終了し電源が切れます。

三 ＋ロ
尚、 SymbolicsがFEPに落ちた場合キーボード・エミュレータは無効になります。

SymbolicsのキーボードでShutdownして下さい。
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F MR, PC共通

イ寸鐸 エラーメ ジ七ージ一置

／＊単語登録エラー ＊／ 
r
i
-
、
-
-
,
'
r
J
L
-
’
-
-
,
”
4
,
＂
L

'

』
｛
-
’
-

＂登録単語が長すぎる ¥0" }, 
II登録出来ない文字がある ¥0"
II読みが長すぎる単0" }' 
＂読みに不適当なコードがある ¥0"
＂異常終了 ¥0" } , 
＂単語削除不可能 ¥0"
II登録完了 ¥0" }' 
"¥0" }' 
"¥0" } . 
"¥0" }' 

}' 

}' 

}' 

}' 

／＊ 

｛＂ドライプが用意されてない ¥011
｛＂該当ファイルなし ¥0'1 }' 
{ 11ファイルがオープン出来ない ¥011 }' 
{ 11ファイルがクローズ出来ない ¥011 }' 
{ IIドライプの指定が違います ¥0'1 }' 
{ II文書がオープン出来ない ¥0II }'  
{ II文書がクローズ出来ない ¥011 }' 
{ "¥011 } • 

---- -{ -'-1¥ 〇い＿＿｝，ー一
{ 11¥011 }' 

/;f<. 

｛＂変換モード指定誤り ¥0"
｛＂変換候補なし ¥0" }' 
{ II画数指定の誤り ¥0" }' 
{ II読みコード長指定の誤り ¥0"
{ II部首指定の誤り単0II }'  
{ 11J I Sコード入力の誤り ¥0II }• 

{ II存在する J I Sコードがない ¥0
{ "¥0" }, 
{ "¥0" } . 
{ "¥0" } • 

}. 

フ召 II/ I痴佑

ゑ戸鱈裔直L

＊
 

／
 

木／

}' 

}' 

／＊巧ス『いエう一 J>(-.. ( 

{ IIシステムエラー発生 ¥011 } • 
{ 11¥0'1 }' 
{ Jl¥011 } , 
{ 11¥011 }, 
{ 11¥011 }' 
{ 11¥011 } • 
{ 11¥011 }' 
{ 11¥011 } • 
{ 11¥011 }' 
{ 11¥011 } 
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ィ寸呑啜:

ローマ字入力対虚衷

i
 

-41-



FMR 

ローマ字入力 対虚衷 (F  1¥.-1: R 賑）

あ し‘ う え お A I u E 

゜あ し‘ う え お LA L I LU LE LO 

か き ＜ け
... KA KI KU KE KO ＼一釦

さ し す せ そ SA S I SU SE so 
SHI 

た ち つ て と TA TI TU TE TO 

CHI TSU 

な に ぬ ね の NA NI NU NE NO 

は ひ ふ ヘ ほ HA HI HU HE HO 

FU 

ま み む め も MA  MI MU ME MO 

や ゆ よ YA YU YO 

ら り 、る れ ろ RA RI RU RE RO 

(U袖的 わ ゐ ゑ を WA  WI WE  WO  

（カタカナ） ワ ヰ ヱ ヲ YI YE 

が ぎ ぐ げ
..,., 
GA GI GU GE GO '-

ざ じ ず ぜ ぞ ZA Z I zu ZE zo 
--J--I 

だ ぢ づ で ど DA DI DU DE DO 

ば び ぶ ベ ぼ BA B I BU BE BO 

ば び ぷ ペ ぽ PA p I PU PE PO 
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ふぁ ふぃ ふぇ ふぉ FA F I FE FO 

や ゅ よ LYA LYU LYO 

きゃ きぃ きゅ きぇ きょ KYA KYI KYU KYE KYO 

しゃ しい しゅ しぇ しょ SYA SYI SYU SYE SYO 

SHA SHU SHE SHO 

ちゃ ちぃ ちゅ ちぇ ちょ TYA TYI TYU TYE TYO 

CYA CYI CYU CYE CYO 

CHA CHU CHE CHO 

てゃ てい てゅ てぇ てょ THA THI THU THE THO 

にゃ にい にゅ にぇ にょ NYA NYI NYU NYE NYO 

ひゃ ひぃ ひゅ ひぇ ひょ HYA HYI HYU HYE HYO 

ふゃ ふぃ ふゅ ふぇ ふょ FYA FYI FYU FYE FYO 

みゃ みぃ みゅ みぇ みょ MYA MYI MYU MYE MYO 

りゃ りぃ りゅ りぇ りょ RYA RYI RYU RYE RYO 

ぎゃ ぎぃ ぎゅ ぎぇ ぎょ GYA GYI GYU GYE GYO 

じゃ じぃ じゅ じぇ じょ ZYA ZYI ZYU ZYE ZYO 

JYA JYI JYU JYE JYO 

JA JU JE JO 

ぢゃ ぢぃ ぢゅ ぢぇ ぢょ DYA DYI DYU DYE DYO 

でゃ でい でゅ でぇ でょ DHA DHI DHU DHE DHO 

びゃ びぃ びゅ びぇ びょ BYA BYI BYU BYE BYO 

びゃ びぃ びゅ びぇ ぴょ PYA PYI PYU PYE PYO 

(Uらがは） ば び ぶ ベ ぼ VA V I vu VE VO 
（カタカt) ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ

(U硫な） わ LWA 

（カタカナ） ワ

（カタカナ） カ ケ LKA LKE 

ん NNまたはN+N以外の子音または、 「ん」キー

つ N以外の子音を重ねる。または、 LTU

「-」 X/ひ／ー・キーを押す

ヽ 「、」句点・キーを押す

゜
「。」読点・キーを押す
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1. 起動

1. 1. コマンドの起動
MS-DOS ver3. 1上で、下記のようにKBエミュレータのコマンドを
入力して下さい。エミュレータが堕功されます。

A>k b (痴子）

＊
 コマンドを起動する前に、あらかじめ入カモード情報保存ファイルを編集して、
コマンド起動後のインターバル／イニシャルディレイ等をセットすることができます。
入カモード情報保存ファイルについては、 2.入カモード で述べますので、参照して
下さい。
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2. 入カモード
2. 1. 入カモード遷移図

口十EJ
カタカナ ひらがな

日日
かなモード>

Off

on[ 

三+§]

o::] B 

三三三アルファベットモード

かな入カモード

］日口

ロ十三〕
R カタカナ ， 

, R 

ひらがな

日三］
R_かなモード

on 

B off 

R 

三 on三ALP小文字

R_アルファベットモード

ローマ字入カモード

通常モード
I I 

かな漢字モード
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2. 2. 入カモードの移行とキー
ここでは、各入カモードヘ移行するために使用するキーと、モードの対応を示します。

図2. 1 入カモード変更に使用するキーと入カモードの対応

使用するキー 通常モード かな漠字モード

ON アルファベット（英大文字）に アルファベット（英大文字）に

三
移行する。 移行する。

OFF アルファベット（英小文字）に アルファベット（英小文字）に
移行する。 移行する。

ON 無効 かな入カモード

口
OFF 無効 アルファベット入カモード

三＋ 三 かな漠字人カモードに移行する 通常モードに移行する

- - - - - - - - - - - -

G 三
無効 かな漠字入カモード（ひらがな）＋ に移行する

~ 三
無効 かな漢字入カモード（カタカナ）＋ に移行する

G 三
無効 ローマ字入カモード＋ 

<-->かな入カモード

I T 
， 
I 無効 コード入カモードヘ移行する

G ＋ 三 無効 半角モードに移行する

~ 十 三 無効 全角モードに移行する
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2. 3. 入カモード情報ファイル

インターバルタイム（次のキースキャンのための空き時間）， イニシャディレイ（リピート
時の空き時間）， 入カモード（直前のエミュレータ完了時の入カモード）の情報ヲ保存する
ためのファイルです．
エミュレータ実行後、ルート配下(¥)に"kb emu. i n f"というファイルが
作成されているので、確かめて下さい。下記に、ファイルの内容を示します。

--> イニシャ）巧丸（レイ (35 
--> インターバルタイム (10 
--> Xは6, 7 のいずれか
(6 : 親指シフト）
(7 : ローマ字入力）

これらの情報は、エディタを使って修正をかけることができます。各自、好みの値に
セットして使用して下さい。

x
 

0
0
0
 

5
1
2
 

、̀’/‘‘,‘
5

5

 

7

1
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3. 入力可能文字
kbエミュレータで入力できる文字を図で示します。
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-<:: PC9801 全体入カコード図＞

ロロ・． A.. HELP 

SELECT I NET叩RKI FU! 叩CTIONIm即LETE

LINE 

PAGE 

SCROLL 

REFRESH I暉 RIN I SUSPEND RES暉 ABORT 

！ ヌ 1·~ I#ァI$ ゥ1%ェI&ォ 1・ ャIcュI)~I 。 ヲ 'I I I BAぼ SPESCAPE I 1 フ 3 ア 4 ウ 5 エ 6 オ 7 ヤ 8 ユ 9 ワーホ ＾へ¥ RUBOUT 

Q lw IE IR IT IY lu 11 二 I~ ラ1:セ@. 
｛土)J END 
I I悶TAB I q 夕 W テ e イ r ス t 力 y ン U ナ i C--o 

RETURN 
F G H J K L ＋ ＊ 

CTRL I CAPS I a チ Is 卜Id シIr Jヽ g キ h ク j マ K ノ l IJ レ ： ケ） ムl M-v I C-v 

C V B N M く、 ＞ ゜ ？ m-p 
SHI門‘ z ツ X サ C ソ V ヒ b コ n ‘：：： ‘ m モ， ネ Jレ ／メ ロ SHIFT C-p 

07 

....... M-b H-> I H-f 
陣ER SPACE BAR 岬 R C-b Mぺ： C-f 

注） (s)は Shiftキーとの併押下 m-n 
伽）は meta ” C-n 

QUIT 

SHIFT SYMBOL HYPER 

CTRL META SUPER 

注） キー中の上段に書いてある記号は、シフトキーと同I寺に押下することを意味する。

P

C

 



＜通常入JJモードーキーボード＞ （キー・アサイン図）

ロロ ■ l● 
SELECT I NET叩RK

A. IIELP 

FUNCTION I aJMPLETE 

LINE 

PAGE 

S団OLL

REFR応III a., 臥RIN I SUSPEND RESUME Al30RT 

＃ ＄ ％ ＆ （ ） I I GAO< SP 
ESCJ,PE I 1 I 2 3 4 5 6 7 8 ， 

゜
¥ RUBO旧‘

Q I~ E R T y u 

゜
p 

~} R悶RN

M-d 
Tfl[l I q e r t y u 

゜
p ＠ C---o C---cl 

F' I~ H J K L 十 ＊ 

CTHL I r:Al'S I a I s I d I r h j k I ］ I K-v C-v 

z I~ I~ I~ B N M ＜ ＞ ？ m-p 
SHIFT I z b n m ／ Sill門‘ C-p 

Cl 

じ M-b H-> M-f 
META NrER SPACE IlAR Xl•ER C-b M-< C-f 

m-n 
C-n 

QUIT 

Sill門‘SYMllOL IIYPER 

CTRし 叩 A SUPER 

注） キー中の上段に掛いてある記号は、シフトキーと同I寺に押下することを意味する。

P

C

 



＜力寸ふ入力 ·ALP入カモード• キーボード＞ （キー・アサイン図）

ロロ 璽

・
A. HELP 

SELECT I NET如RKI FUNCTION I OJMPL団E

LINE 

PAGE 

顕 OLL

REFRESH I QEAR IN I SUSPEND RESUME ABORT 

！ 
ESCAPE I 1 

TAB 

CTRL 

SHIFT 

5 3 

＃ ＄ ％ ＆ （ ） I I BACK SP 
3 4 5 6 7 8 ， 

゜
¥_  RUBOlIT 

w I; R T Y u 

゜
p I悶w r t y u 

゜
p ＠ END C7'.> 

RETURN 
F G H J K L ＋ 
f g h J k I I : I J M-v I C-v 

> ,~ V V ,~ I~ |ば 1.< I~ 1; |― Ill-P 
SHI門‘ C-p 

META I I 
M-b M-> M-f 

NFER SPACE BAR XFER C-b M-< C-f 

m-n 
C-n 

*3 

*1 *2 QUIT 

SHIFT SYMBOL HYPER 

CTRL 町 A SUPER 

注） キー中の上段に書いてある記号は、シフトキーと同寺に押下することを意味する。

*1) *2) 

~ 
*3) 
Rつき、なしのSW
コード入力

P

C

 



＜カヽナょA ブコニE ード・キーポ‘ード＞ （キー・アサイン図）

ロロ 鵬

SELECT ．
 

A HELP 

N四 RKI FUNCTION I① MPLETE 

LINE 

PAGE 

SCROLL 

REFR応III暉 RIN I SUSPEND RESUME A叩RT

;1 各1~, ;1 心I:1 ~I ヲ I I BACK SP 
応CAPEI ヌI フl ワ ホ ヘ ―. RUBOUT 

TAB 夕 l テl ィl スl ヵI ンI ナ1 ニI ラ1 セ • 「|
END I C---o I悶
RE1'Ul¥N 
」

CTRL I CAPS チl

ノ I~「ピ「げコク
マ ノ リ レ ケ ム

言"ヽ

゜
＇ 
SHI門‘ ：：： ' モ ネ Jレ メ 口 Sill門‘

c.n 

~ 

＇ I I 叩~:椛ER SP/¥C'E BAR XFER 

C-n 

* I *2 * 3 

* 4 * 5 * 6 

Sill門‘SYl100L IIYPER 

CTRL 叩 A SUPER 

注） キー中の上段に書いてある記号は、シフトキーと同時に押下することを意味する。

*l) *2) *3) 
Rつき、なしのSW
コード入力

*4) *5) *6) 

P

C
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八

!L.. 

I 
埒
I 
ti- I 

i 
「 廿
匂 札I
↓ ↑ 
爪 情

I 
↑ 

-Ir 
8 

j 
'"¥ 

埒
ヒ＿」〉

~ 
,¥ 

y 
三←

• ロロ
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（図入

Ko,ト
・
ー
サ
）

八

，り
ー
ー

埒

ー

王

ゎ

＝

7-
忌

ー

サ

l
l

ト：
I
I
+
3
?？
A

V

ロロ
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4. 日本語の入力
ここでは、かな漢字変換を行うために必要な、変換キー・編集キー等を説明します。

4. 1. 1. 麟キーまたはロキー

ひらがなを漢字混じり文字列に、変換します。もし変換できなければ、表示されている
疇疇わらず、変換中になります。

例1: 

きょうば1111

↓ 工
今日ば1111

↓ ~ 
教派1111

例2:

わたしば1111

↓ ~ 
私ば1111

↓ 工
わたしば1111 ：変換候補がなくなった

~ + ~ により、 1つ前の応奥候補を送出することができます。

例3: 

きょうば1111

↓ 三
今日ば1111

↓ 三
教派1111

↓ 三＋三
今日ば1111
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4. 1. 2. T7, TSキー
T7キーは、変換中のかな漢字混じり文字列を、ひらがなに戻します。
TSキーは、変換中のかな漢字混じり文字列を、カタカナに戻します。

例1: 

こんにちば1111

↓ 

こんにちば1111

↓ 

コンニチハ11111

例2: 

私ぱ1111

↓ 

わたしば1111

↓ 

ワタシハ11111

例3: 

↓ 

わたしはあ11111

ロ
ロ

：変換キー押下後の漠字混じり文字列

口

ロ

わたしば1111

↓ [□□ 
わたしば1111

”あ”を入力

:”わたしば＇は確定された
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4. 1. 3. 編集キー
文字列の編集キーについて説明します。

キーの種類 機能

back s p a c e カーソル位置の直前の位置の文字を削徐する
ctrl+h 漠字変換中は確定後にコードを送出する。

d e 1 e t e カーソル位置の文字を肖吼除する
ctrl+d 漠字変換中は確定後にコードを送出する。

ctrl+b カーソル位置を左へ1個移動する
~( 漠字変換中虞売みに戻してコードを送出する。

ctrl+f カーソル位置の右へ1個移動する
漠字変換中は確定後にコードを送出する。

カーソル位置を文字列の先頭に移動する
ctrl+a 漠字変換中虞虎みに戻してコードを送出する。

カーソル位置を文字列の最終まで移動する
ctrl+e 漢字変換中は確定後にコードを送出する。

カーソル位置を文字列の先頭に移動する
ROLL UP 漠字変換中虞克みに戻してコードを送出する。

変換対象buf fの内容が無い時は、通常モードと同じ動作と
する。

カーソル位置を文字列の最終まで移動する
ROLL DOWN 漢字変換中は確定後にコードを送出する。

変換対象buf fの内容が無い時は、通常モードと同じ動作と
する。
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4. 1. 3. 1. back space 
カーソJ区立笛の直前の文字を削除する。

未変換例：

きょうば1111

↓ 

きょう11111

4. 1. 3. 2. delete 

ロ

カーソル位置の文字を削除する

未変換例：

きょうIt闘

↓ 

送 11111

口

4. 1. 3. 3. ctr I + h 
カーソル位置の直前の文字を削餘する。

未変換例：

きょうば1111

↓ 

きょう11111

□ +h 
4. 1. 3. 4. ct r I + d 
カーソル位置の文字を削除する。

未変換例：

拙たしは

↓ 

拙

□□ ] + d 

菱葵中例：

今日ば1111

↓ 

今日11111
↑ 
確定される

変換中例：

今日開

↓ 

亨
確定される

変換中例：

今日ば1111

↓ 

今日11111
↑ 

確定される

変換中例：

今日It闊

↓ 

亨
確定される
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4. 1. 3. 5. ctrl + b 
カーソル拉置を左へ1個移動する。

未変換例：

わ拙しは

↓ 

拙たしは

□□ ]+b 
4. 1. 3. 6. ctr I+  f 
カーソル位置を右へ1個移動する。

未変換例：

担

↓ 

わた訓は

口十f

4. 1. 3. 7. ctr I+  a 
カーソル位置を文字列の先頭に移動する。

未麟例：

きょうば1111

↓ □□□ +a 
揺1ょうは

：カーソルは先頭に移動

4. 1. 3. 8. ctr 1 + e 
カーソル位置を文字列の最終まで移動する。

未変換例：

刷ょうは

↓ 

きょうば1111

□ +e 

変換中例：

私ば1111

↓ 

わたし訓
↑ 
読みに戻る

麟中例：

訓は

↓ 

私ば1111
↑ ↑ 

l麟候補
碓定される

麟中例：

今日閲Ill

□ +b 

□□ ] + f 

↓ □□□□ ] + a 
梱Iょうは
↑ 
読みに戻る ：カーソルは先頭に移動

菱奥中例：

制日は

↓ 

今日ば1111
↑ 
確定される
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4. 1. 3. 9. ROLし UP
カーソ加位置を文字列の先頭に移動する。

未麟例： 麟中例：

きょうば1111 今日ば1111

↓ ［三〗／
↓ □三□□

訓ょうは 削ょうは
↑ 

：カーソルは先頭に移動

4. 1 3. 10. ROLし DOWN

読みに戻る ：カーソルは先頭に移動

・カーソJ叶立置を文字列の最終まで移動する。

未変換例：

梱Iょうは

↓ 

きょうば1111

4. 1. 3. 1 1・ロ

三

カーソル位置を左へ1個移動する。

未麟例：

わ拙しは

↓ 

拙たしは

4. 1. 3. 1 2・ロ
□ 

カーソル位置を右へ1個移動する。

未変換例：

変換中例：

棚日は

↓ 

今日ば1111
↑ 
確定される

麟中例：

私ば1111

↓ 

わたし訓
↑ 
読みに戻る

麟中例：

髯わ拙しは

↓ 

わた訓は

□ ↓ 

私ば1111

厨`庸確定される
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4. 1. 3. 13. スペースキー

かな漠字モードでのスペースキーの機能を以下に示す。

1. かなモード（アルファベット入力時）

スペースキー押下することにより変換対象 buffの内容を（スペースも含めて）確定する。

2. かなモード（ひらがな、かたかな入力時）

スペースキー押下することにより、漠字変換を行います。

(~4一、 口戸時と同様の処理を行う。）

3. ~+ スペースキー

また、シフトを併用することにより、
全角モードでは半角の、 半角モードでは全角のスペースを送出します。

その後、各々 のモードにより 1, 2の処理を行う。
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4. 1. 3. 1 4. コード入力

かな漠字変換中に~ を押下することにより、コード入力を行います。

ここでの入力可能文字は、 0,.._,gと、 A,.._,Fのみとし、 4文字入力されたと同時に
コードに対応する文字を送ります。

ここでの各キーの処理

□キー 三キー その他のキー

コード入力中 カーソルの直前の文字を 無効 無効
1つ肖吼徐する。

コード変換後 カーソルの直前の文字 該当文字を確定します。 無効
（該当文字 （該当文字）を肖肌余する。
送出中）

再度コード入力を行って コード入カモードから抜け
下さい。＿ 元のモードに戻ります。
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4. 1. 3. 1 5. 句読点・カギカッコ

かなモード時の ” ” ” ” ” 「" " " ::,_'" J_ によっても
ひらがな（または、カタカナ）を漠字変換させます。

例1: 例2: 

きょうは、 11111 』1111

↓ ↓ 

棚日は、 11111 「すきです」 11111
↑ ↑ 

↓ 
確l定麟され候る補

今日は、しまれです0 11111 
↑ ↑ ↓ 

玉される
変換候補

「好きです」 11111

↓ 

今日は、睛れです。 11111
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5. 拡張機能

5. 1. 単語登録処理

ZMACSエデむ夕の中で登録したい単語をリージョン指定し、 c-x, rコマンド、

または、エディタ・メニューの単語登録選択により単語登録のモードに移行します。

単語登録モードではエディタのミニバッファから単語の読みの入力待ち状態となるため

ひらがなで始まる数字と一部の記号からなる読みを入力すると、単語の属性の入力まち

となるため数字により属性を指定することで単語登録が行われる。

例1: 

疇繹舞い申し上げます。

↓ 

三

登録を行う単語をリージョン設定する

エディタ會メニュー選択または c-x, rコマンド

↓
 

あいさつ

↓ 

上

↓ 

単語登録完了

ミニパッフテで単語の読みを入力する―――

単語の属性 (1:接続なし）を数学で指定する。

登録灼糞功すると、”登録完了”のメッセージを送信します。

登録に失敗すると、その厠因のメッセージを送信します。
（メッセージ一覧参照の事）
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5. 2. MS_DOSテキストファイ耀這処理

LISPしISTNERのコマンド入カモードで

Upload Ms廿osFile 

コマンドを実行すると、指定されたドライプ (A,......,F)中のMS-DOSの文書名が

マウスで選択可能になります。

文書名が選択されたら、転送先のファイル名指定モードになるのでファイル名を

入力すると指定文書の送信を開始します。

声処理を中断したい時は、［三□キーを押下して下さい。

また、転送中はビ三□□—のみ有効です。
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5. 3. 漠字辞書の参照

漠字辞書の参照を行うために使用するキーや編集について例をあげて説明します。

(1) □□ キー

ひらがな文字に対し、全ての候補を表示する。

例1: 

麟 11111

↓ ロ
柿
垣
価
堵
塀
砒
塙
繍
蛾
離

↓
 

* 1 : マウスで候補を選択する

* 1蛎11111 *2: 候補を選択しなければ読みの状態である

*2 
かき11111
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6. 終了方法

以下のキーを押下する事により KBエミュレータを終了します。

三+~
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ィ寸念粂

口一ーマ字入力対虚琴

-70-



PC 

ローマ字入力 女寸犀衷 ( P C 片反）

あ tヽ う え ぉ A I u E 

゜ぁ し‘ う え お XA XI XU XE XO 

か き ＜ け
... KA KI KU KE KO し一~

さ し す せ そ SA S I SU SE so 
SHI 

た ち つ て と TA TI TU TE TO 

CHI TSU 

な に ぬ ね の NA NI NU NE NO 

は ひ ふ ヘ ほ HA HI HU HE HO 

FU 
..,_ ま み む め も MA MI MU ME MO 

や ゆ よ YA YU YO 

ら り る れ ろ RA RI RU RE RO 

LA L I LU LE LO 

わ つ.,. い つヽ ぇ を WA WI WE WO 

が ぎ ぐ げ
..,.. 
GA GI GU GE GO '-

ざ じ ず ぜ ぞ ZA Z I zu ZE zo 
J I 

だ ぢ づ で ど DA DI DU DE DO 

ば び ぶ ベ ぽ BA B I BU BE BO 

ぱ び ぷ ペ ぽ PA p I PU PE PO 

ゐ ゑ WI WE 

YI YE 
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ふぁ ふぃ ふぇ ふぉ FA F I FE FO 

ゃ ゆ よ XYA XYU XYO 

きゃ きぃ きゅ きぇ きょ KYA KYI KYU KYE KYO 

しゃ しぃ しゅ しぇ しょ SYA SYI SYU SYE SYO 

SHA SHU SHE SHO 

ちゃ ちぃ ちゅ ちぇ ちょ TYA TYI TYU TYE TYO 

CYA CYI CYU CYE CYO 

CHA CHU CHE CHO 

てゃ てい てゅ てぇ てょ THA THI THU THE THO 

にゃ にい にゅ にぇ にょ NYA NYI NYU NYE NYO 

ひゃ ひぃ ひゅ ひぇ ひょ HYA HYI HYU HYE HYO 

ふゃ ふぃ ふゅ ふぇ ふょ FYA FYI FYU FYE FYO 

みゃ みぃ みゅ みぇ みょ MYA MYI MYU MYE MYO 

りゃ りぃ りゅ りぇ りょ RYA RYI RYU RYE RYO 

LYA LYI LYU LYE LYO 

ぎゃ ぎぃ ぎゅ ぎぇ ぎょ GYA GYI GYU GYE GYO 

じゃ じぃ じゅ じぇ じょ ZYA ZYI ZYU ZYE ZYO 

JYA JYI JYU JYE JYO 

JA JU JE JO 
-- -

ぢゃ ぢぃ ぢゅ ぢぇ ぢょ DYA DYI DYU DYE DYO 

でゃ でい でゅ でぇ でょ DHA DHI DHU DHE DHO 

びゃ びぃ びゅ びぇ びょ BYA BYI BYU BYE BYO 

びゃ びぃ びゅ びぇ びょ PYA PYI PYU PYE PYO 

(Uらがは） ば び ぶ ベ ぽ VA VI vu VE VO 
（カタカt) ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ

(Uらかね） わ XWA 

（カタカナ） ワ

（カタカナ） カ ケ XKA XKE 

ん NN または N+N以外の子音

つ N以外の子音を重ねる。または、 XTU

「一」ハイフン・キーを押す

ヽ 「，」カンマ・キーを押す

゜
「．」ピリオド・キーを押す
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第4章 JOKERシステムのインスタレーション

4 • 1 パソコン側エミュレーター・ソフトウェア

バソコン側ソフトウェアはMS-DOS上で走る EXE形式ファイル (joker.exe) 

と変換モード等記憶用情報ファイル(kbemu.inf)の2つのファイルで供給される。

従って、これらのファイルをコピーして起動するだけで良い。ただし、情報ファイル

は root直下に作る必要がある。また、 PC版では起動に際して、シリアル・ボート

の初期設定が必要なため、これを含めたEXEファイル起動のためのBATファイル

(joker.bat)が用意されている。

L_2 Sy訊bolics側インタフェース・ソフトウェア

Sy隈bolics側のソフトウェアはSymbolicsの System形式で供給される。

（ただし、 Genera?.1版は通常のファイル形式）

従って、 RestoreDistribution*コマンドにより JOKERシステムをインストールし、

その後、 Lisp Listenerの Command入力状態で、

Command: Load System JOKER 

と入力する事でファイルがロードされシステムが起動される。

注） Restore Di stri buti onについては付録参照のこと
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~. 3 システムの起動／終了

ー

．
 

3―
 

●
-4―

 

起動手順 ' 

JOKERシステムの起動にはパソコン側ソフトウェアとSymbolics側ソフト

ウェアの2種類のソフトウェアを起動する必要がある。

ただし、パソコン側およびSymbolics側のどちらのソフトウェアから起動しても

構わない。

各ソフトウェアの起動方法は、 4. 1章および4. 2章参照。

4. J._ 2 終了方法

SyrnboLics側ソフトウェアは、 FUNCTION + Pとタイフ゜インすることにより

"JOKER System has been deactivated"のメーセージが出て終了できます。

パソコン側ソフトウェアの終了方法については、第2章および第3章の終了方法

を参照のこと。
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付

付録1. Restore Distribution方法

(1) エディタで "sys:site; joker. translations"に以下の様なLispフォームを作成

し、 Eval後セープする。

【参考例】

(f s: set-logi ca 1-pa th name-host 

"joker" 

: physical-host"ホスト・ノード名"

: translations 

'(("JOKER :joker;**;*.*.*" ">system> joker>**>*・*.*"))) 

(2) JOKERシステムのカートリッジMTをテープドライプにセットする。

(3) Lisp Listenerのコマンド入力状態で

Command: Restore Distribution とタイプインする。

詳しくは、 参考文献ー(1) 参照
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付録2. Symbolics側ソフトウェアのリセット方法

システム異常時等にSym.boLics側ソフトウェアをリセットするためにコマンドが用

意されており、 Lisp Listenerのコマンド入力状態で、

Command: Reset JOKER とタイフ゜インすることにより動作する。

ただし、本コマンドは起動状態でのみ有効。

また、別の手段として、"FUNCTION [ +(Arg)] + P "のキーインにより、以下の機

能が実行できる。

．．
 略

0

1

2

省g
 
r
 
A
 

起動／非起動切り替え

起動状態表示

リセット (ResetJOKERコマンドと同等）

強制起動
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